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産地紹介：三重県　ＪＡ鈴鹿
加工用はくさいにおける
「ジャストインタイム」
出荷に向けた取り組み

１　産地の概要
鈴鹿農業協同組合（以下「JA鈴鹿」とい
う）は、平成元年に七つの農協が合併して
発足した農協で、三重県の中北部に位置す
る鈴鹿市と亀山市を事業区域としている（図
１）。令和６年度末時点で、組合員数２万
5780人、職員数436人で、農産物の販売
高は約70億円、うち米穀は12億円、青果
物は10億円、茶は14億円となっている。
当JA管内は、東は伊勢湾、西には鈴鹿山
脈があり、平野部では水田、西部地域の黒
ぼく土地帯を中心に畑地が広がっている。
平野部は、工業都市としても発展し、本田
技研工業株式会社関連の自動車部品工場な

どが多く立地している。また、日本有数の
レーシングコースである鈴鹿サーキットが
あることから、日本のモータースポーツの
聖地ともいわれている。主要な農産物につ
いては、茶と植木が特産品で、緑茶に関し
ては、摘み取りの２週間前に黒いネットを
かぶせ甘みを出す「かぶせ茶」が全国１位
の生産高を誇り、植木についてはサツキや
ツツジが全国１位の生産高となっている。

２�　産地の課題と加工・業務用野菜への取
り組みの背景
JA鈴鹿では、特産品である茶および植
木の需要の減少や価格の低迷、さらには生
産者の高齢化などによる経営規模の縮小・
離農などの状況を受け、農地の維持や農業
所得の安定的な確保が大きな課題であっ
た。
そこでJA鈴鹿では、農業経営の安定化
を図るため、経営の中に露地野菜の生産を
無理なく組み込む「複合経営」を確立する
ことを目指した（表１）。平成25年には、
省力出荷が可能な加工用野菜と、小さな面
積でも大きな所得が挙げられる白ねぎに着
目し、それぞれの部会を発足した。加工・
業務用野菜に取り組み始めた背景について
は、働き方やライフスタイル、時代の変化
により中食が普及し、需要が増加傾向に
あったことがある。これらを踏まえ、加工
用かぼちゃと加工用はくさい（写真１）の
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図１　JA鈴鹿の管内図
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契約栽培に取り組み、農業所得の安定的な
確保と所得の向上を目指すこととした。

３　加工・業務用野菜への取り組み
（１�）生産・栽培の体制づくりと出荷の

工夫
加工・業務用野菜の生産に取り組むメ
リットとしては、１）鉄コンテナを利用す
ることにより、出荷経費や出荷に要する時
間（労力）の削減につながる（写真２~４）、
２）販売価格が一定で、収入を先読みする
ことができ、経営の安定につながる、３）
等級は、市場出荷と異なり、実需者が規格
を決めるため、「規格品（大・小）」、「規格外」
のように規格幅が広く、出荷ロスが少なく
て済む、４）初心者でも作りやすいため、
新規就農者・兼業・耕作放棄地対策につな
がる－などが挙げられる。
実需者から評価される産地づくりを目指
していくためには、生産面・販売面で課題
を認識する必要がある。生産面における課
題は、生産者間での品質レベルの差をなく
し、高品質な野菜の生産を行うことである。

販売面での課題は、綿密な出荷計画に基づ
いて定時・定量出荷を行うことである。ま
た、販売量と大きく乖離した生産は、生産・
販売の両面でロスにつながることから、需
要実態に応じた生産体制づくりが必要であ
る。この加工・業務用野菜に求められる定
時・定量出荷を目指すために、当JAでは、
１）販売状況の見える化と、２）生産状況
の見える化－を図った。
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表１　複合経営の１品目に加工用野菜を提案
（茶や植木の作業体系を検証し、複合経営を推奨）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
茶 一番茶 二番茶 秋番茶
植木 定植 出荷
はくさい 定植 収穫
かぼちゃ 定植 収穫

写真１　加工用はくさいの圃
ほじょう

場の様子

写真２　出荷経費や労力の削減につながっ
た鉄コンテナによる出荷



（２�）定時・定量出荷の工夫
　　～ジャストインタイムの実現～
まず、生産部会に、必要なものを必要な
ときに必要なだけ出荷する「ジャストイン
タイム」の体制づくりを提案した。ここで、
参考にしたのが、大野耐一氏の「トヨタ生
産方式」である。同方式は「必要なものを
必要なときに必要なだけ（生産コストを）
できるだけ安く」を念頭に置いた生産方式
のことであり、製造業などでよく使われて
いる。受注と生産と納品を連動させ、ムダ
な在庫を持たずに、販売状況に合わせた生
産や出荷を重視しながら、生産性の向上を
図るもので、その基本的な考え方に「ジャ
ストインタイム」がある。世界的な競争力
を持ったトヨタ式のものづくりのシステム

であるジャストインタイムを導入していけ
ば、高品質なはくさいを販売先に届けるこ
とができ、他産地とも十分渡り合える基盤
ができると考えた。では、このジャストイ
ンタイムを実現するために加工用はくさい
の産地として、どうしたらよいか。その答
えは、従来の考え方であった「前工程が後
工程に物を供給する」とは逆に「後工程が
前工程に必要なものを必要なだけ引き取り
にいく」と考えることであった（図２）。
このジャストインタイムの考え方を参考に
し、生産部会において、生産者の生産を前
工程、販売先への出荷を後工程と考え、生
産量や必要量をコントロールする「出荷指
示計画書」の作成を提案した（図３）。
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写真３　１コンテナに100玉ほど入れられる 写真４　�繰り返し利用できるためコスト
低減につながる

図２　ジャストインタイムの取り入れ
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トヨタ⽣産⽅式 ⼤野耐⼀⽒
「必要なものを、必要な時に、必要なだけ、（⽣産コスト）をできるだけ安く」
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（３）販売状況の見える化
ジャストインタイムでは、後工程のゴー
ルから先に考える必要がある。このため、
販売先への出荷に当たり、「出荷指示計画
書」を作成し、「欠品ゼロ」に向けた出荷
協力体制の下、定時定量出荷を目指した。
この出荷指示計画書の作成により、販売状
況の見える化ができ、生産者は、はくさい
を出荷できるタイミングが明確となり、計
画的な営農が可能となった（図４）。

また、先々の販売動向が予測できるよう
になったことで、圃場の在庫量と照らし合
わせて販売の追加の有無が見えるようにな
り、全体を通してスムーズな出荷の流れを
構築することができた。加工・業務用向け
に欠品が許されない状況の中で、生産者が
チームとして動くようになり、部会が一丸
となって実需者から選ばれる産地づくりを
目指すようになった。天候の影響を受けや
すい青果物栽培において、「売れるものを
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定時定量出荷への取り組み

平成30年 ⽣産者 在庫の⼭ 販売先

加⼯野菜の出荷 必要な商品を 必要な時間に 必要な数量

・品質劣化
・出荷依頼が急
・倉庫で滞留が発⽣

改善策問題点

いつ、だれが、どれだけ
いつまでに

出荷指⽰計画書の作成

図３　出荷指示計画書の作成を提案

図４　出荷計画表による各生産者の出荷の見える化

⽉
⽇ 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜 ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟ ⽇ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦
A社 32 32 32 32 128
B社 0
C社 16 16 16 48
D社 13 13 13 13 13 13 78
E社 32 32

出荷コンテナ計 0 16 13 0 48 0 0 0 0 13 0 32 0 0 32 16 13 0 32 0 13 0 0 13 0 32 0 0 0 0 13 0 0 286
出荷重量計
（320ｋｇ換
算）

⽒名 申請数量 椿 椿 椿 椿 椿 椿 椿 椿 椿 椿 椿 椿 椿 椿 椿
○○ 0 0
○○ 0 0
○○ 0 0
○○ 78 8 14 5 12 11 13 2 13 78 24960
○○ 40 10 6 6 10 2 6 40 12800
○○ 30 8 5 12 5 30 9600
○○ 10 5 5 10
○○ 40 8 10 8 10 4 40 12800
○○ 30 2 3 2 5 6 6 4 2 30 9600
○○ 0 0
○○ 0 0
○○ 10 4 6 10
○○ 30 5 10 10 5 30 9600
○○ 0 0
合計 268 0 16 13 0 48 0 0 0 0 13 0 32 0 0 32 16 13 0 32 0 13 0 0 13 0 20 0 0 0 0 7 0 0 268 88440
必要数ー⽣産数 差異 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 6 0 0 18 5940
※納品は出荷⽇前⽇の１２時までにお願いいたします。
※追加、キャンセルが発⽣する場合は早急に連絡いたしますのでご理解・ご協⼒よろしくお願いいたします。
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出荷の⾒える化

計画的な営農・販売が可能に⽋品ゼロに向けた協⼒体制



売れるだけ生産する」ことは非常に難しい
が、「いくつ作るかではなく、いくつ売れ
るのか」というニーズを重視し、播

は

種
しゅ

前の
段階から事前に販売先の求める必要数をあ
る程度把握し、そこから予測を立てながら、
出荷時において滞留をなくす仕組みづくり
を行っている。
このような取り組みを平成30年度から
開始し、以来、押し込み型の生産体制から
脱却し、必要な時に必要数を出荷すること
を重視した「滞留をなくす仕組みづくり」
に取り組むことで、品質第一の出荷が可能
となり、販売先からの信頼や取扱量の増加
につながっている。

（４）生産状況の見える化
生産状況の見える化では、全国農業協同
組合連合会三重県本部（JA全農みえ）と
連携し、全農の営農管理システム「Z-GIS」
を活用している。Z-GISとは、圃場と電子
地図を関連付け、営農管理を効率化できる
システムである（写真５）。エクセルと連
携して情報管理ができる特徴があり、品種
や株数、１玉当たりの予測重量を入力する
ことで、出荷の進捗に合わせた圃場の在庫
量予測に活用した。出荷期には、生産者が
どこの圃場から出荷したかわかるよう、鉄
コンテナに圃場番号を記入し、Z-GISで適
宜出荷量を管理しながら圃場在庫数を予測

し、出荷の進捗に合わせた生産状況の見え
る化を図った（図５）。
以前までは、出荷時期を予測するために、
現地確認や聞き取り調査を繰り返し実施
し、多大な労力を費やしていたが、Z-GIS
を活用することでデータをクラウドで管理
でき、スマートフォンからでも圃場在庫量
をタイムリーに確認できるため、労力の軽
減やスムーズな出荷につながっている。ま
た、Z-GISのナビ機能を活用し、農業改良
普及センターと情報を共有することで、効
率的な現場確認やタイムリーな営農指導が
実現できた。
また、圃場在庫量の把握は、実需者側も
原材料の安定調達を実現することができる
ので、関係者全員にメリットがあり、取引
の継続を目指すことで産地の育成につなが
ると考えている。ジャストインタイムの取
り組みは、「高品質出荷・安定供給により販
売先の信頼を得て販売拡大と単価向上でき
た」、「鉄コンテナを計画的・効率的に利用
することができた」、「長期保管による品質
低下・廃棄ロスがなくなった」、「余剰在庫
を発生させず、さらに生産拡大することが
出来た」などさまざまな効果を生み出した。
また、Z-GISにより圃場別での出荷量が
把握できるようになったことで、出荷シー
ズン終了後にはZ-GISデータを活用し、収
量の悪かった圃場や品種についての分析を
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写真５　Z-GISによる圃場在庫量の確認



行い、次作に向けた営農指導の改善ツール
としても利用している。

４　産地としての成長とこれから
これらの結果、はくさい自体の品質や取
り組み姿勢が評価され、コロナ禍で外食需
要が不安定化する中であっても、当初通り
の契約取引が履行されるなど、契約産地と
しての信頼度が高まった（図６）。
産地としての成長はデータにも現れ、作

付面積は平成25年の２ヘクタールから令
和６年には10ヘクタールと５倍に増加し、
出荷量については約150トン（平成25年）
から600トン（令和４年）と４倍になっ
たことが挙げられる。
今後も、生産から販売まで一貫して労力
低減の提案をし、改善を追求して、農家の
所得を上げ、より生産者の意欲を高める場
面をつくり、産地の価値の向上につなげて
いきたいと考えている。
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⽣産の⾒える化
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⽩菜全体⽣産数
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図５　実際のZ-GIS活用画面による生産の見える化
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ジャストインタイムを具現化
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営農管理システム Z-GIS出荷指⽰計画書

出荷⾒込み数量予測 圃場在庫予測

正確に予測することは困難

来た注⽂に対して、素早いレスポンスをすることが重要

図６　出荷・生産の見える化によりジャストインタイムを具現化



◆一言アピール◆
　部会が目指したのは実需者のニーズ
に合ったはくさいです。加工野菜部会の
出荷するはくさいは身が引き締まった
ボリューム感のある３～４キログラム
玉のはくさいで、販売先が使いやすいよ
うに外葉を圃場でむいてムキ玉で出荷
しています（写真６）。

◆お問い合わせ先◆
　担当部署：JA鈴鹿　営農部営農指導課
　住　　所：三重県鈴鹿市地子町1268番地
　電話番号：059－384－1126
　FAX番号：059－384－1129
　ホームページ：https://ja-suzuka.or.jp
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写真６　大玉でムキ玉のはくさい


